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第 22号 2025年秋 

縄文宿泊体験 
夏休み恒例！ 

水子貝塚資料館では毎年夏休みに小学 4～6 年

生対象の「縄文宿泊体験」を実施しております。

全３日間の工程のうち、１泊２日の初日に富士見

市内で出土した縄文土器を観察し、縄文土器を作

ります。本物の土器に実際触れて厚みや文様など

の観察をし、定規を使ってサイズなどを測ります。

観察の内容を踏まえ、実際に土器を作っていくの

ですが、これがとても難しい。なかなか思うよう

に粘土を積み上げることができなかったり、大き

すぎてしまったりと悪戦苦闘しながら、思い思い

の土器を作ることができました。 

午後には、弓矢・やり投げ体験や火起こしなど、 

 

普段はできない体験を行いました。また、縄文時

代の遺跡から出土する集
しゅう

石
せ き

を模して、加熱した

石で鹿肉を蒸し焼きにして食べました。 

 夜は、昆虫観察や竪穴住居でのお話などを行

い、2日目は貝輪づくりをして解散しました。 

体験３日目には、初日に作った土器を野焼き

という方法で焼いていきます。暑い中の作業で

したが、みんなで薪運びなど協力しながら土器

が焼きあがる様子を見学しました。焼きあがっ

た土器は、夏休みのいい思い出になったかと思

います。興味のある小学生はぜひ参加してみて

ください。 

を開催しました 
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水子貝塚公園の秋は、日ごとに移りゆく鮮やか

な色合いを楽しむことができます。 

晩夏から残暑の続く初秋にはヒガンバナが林床

を赤く彩り、気温が下がり、暑さを感じなくなる 

頃にはガマズミやオトコヨウゾメの赤い実が森の

中で木漏れ日を浴び鮮やかに目を引きます。 

 

ガマズミ ムクノキ 

 

ムクノキの実は、熟すまでは緑色をしていて

あまり目立ちませんが、熟すと黒紫色になり、

落ちると歩行者に踏みつぶされ、園路にドット

柄ができたように見えることがあります。 

寒さを感じる頃には落葉樹たちが紅葉して、

アカシデやイロハモミジ、コナラが赤、エノキ

やムクノキ、クヌギやブナが黄色に色づき、カ

シなど常緑樹の濃緑色とのコントラストが楽し

めます。 

やがて公園外周のサザンカも咲き、落葉が増

えてくると冬を迎えることになります。 

日も暮れて、あたりが暗くなる時間帯にメイン

イベントの映画上映が始まります。芝生にレジャ

ーシートを敷き、大きなスクリーンで見る映画は

いつもとは違う雰囲気で楽しむことができまし

た。 
 水子貝塚公園では毎年 9月の第１土曜日に「水

子貝塚星空シアター」が開催されます。 

 今年は 9月６日で、ステージにて演奏やダンス

の発表があり、様々な模擬店の出店もありました。

まが玉づくり、火起こし、やり投げなどの縄文体

験もしていただけました。 

アカシデ 

 

コナラ 

 

エノキ 

 

サザンカ 
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氷川前
ひ か わ ま え

遺跡 第 104地点（大字水子） 

調査期間 令和７年 10月～ 

ジュニア考古学教室で発掘体験！ 

 氷川前
ひ か わ ま え

遺跡は、旧石器時代から江戸時代までの

人々の生活の痕跡が見つかっている複合遺跡で

す。現在、富士見市で発掘調査を実施している第

104地点の周辺は、弥生時代後期～古墳時代初頭

の集落跡を中心とした遺構が確認されています。 

今回、水子貝塚資料館で行っている「ふじみジュ

ニア考古学教室」に参加している子供たちが、この

遺跡で発掘体験をさせていただきました。 

 発掘調査を担当している学芸員に指導を受けな

がら、皆一生懸命に発掘作業に取り組みました。土

器片を見つけることができた子もおり、貴重な体

験になりました。 

 別の遺構からは、土器が重なりあって出土して

いる様子も観察することができ、発掘調査を身近

に感じることができたかと思います。 

富士見市羽沢の羽沢遺跡から出土した、「連弧文

土器」と呼ばれる縄文土器の深鉢です。土器の口
こ う

縁
え ん

部や胴部に、沈線を用いて連続する弧状の文様

が描かれるのが特徴です。 

連弧文土器が作られた縄文時代中期後葉（約

4,800年前）は、埼玉・千葉・東京・神奈川を中

心に「加曽利
か そ り

 E
Ｅ

 式
し き

土器
ど き

」が、長野・山梨を中心に

「曽
そ

利式
り し き

土器
ど き

」が流行し、関東甲信を二分してい

ました。 

そういった時代の中で、今回取り上げたような

連弧文を施された土器は、羽沢遺跡のように加曽 

 

出土土器の観察 

利 E式土器と伴って出土する例もあれば、中部

高地の曽利式を主体とする遺跡から見つかるこ

ともあります。２つの異なる文化圏の両方にま

たがって存在した土器であることが言えるでし

ょう。 

展示ケースの中ではやや地味にも映るこの土

器に、当時の人々は秘めやかな魅力を見出し、

自分たちの文化にも取り入れようとしていたの

かもしれません。 

住居跡の発掘体験 

羽沢
は ね さ わ

遺跡出土の「連
れ ん

弧
こ

文
も ん

土器
ど き

」 
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土器づくり教室 

市内出土の縄文土器をモデルに土器を作ります。 

日時 ①１１月３０日（日）10時～16時 

    事前学習、粘土こね 

   ②12月 14日（日）９時～１７時 

    土器の成形 

   ③12月２１日（日）10時～12時 

    土器をみがく 

   ④１月１8日（日）10時～14時 

    土器の焼成 

定員 15人 

対象 小学 4年生～大人 

参加費 500円 

１１月１日より電話・窓口にて受付開始 

 

ツリークライミングⓇ体験 

日時 １１月１６日（日） 

10：00／12：15／13：50 

定員 各回 10名 

対象 6歳以上で運動に支障がない方 

参加費 子供 2000円 大人 2500円 

１１月１日より電話・窓口にて受付開始 

 

11～１月のイベント予定 
＊イベント予定は変更することがあります 

 最新の情報は広報富士見か公式サイトで 

埼玉ミュージアムカード 配布開始！ 

当館を含む県西部の 25 施設で各館独自のミ

ュージアムカードを配布中！（なくなり次第

終了）。是非この機会にご来館ください。 

 

入間東部地区資料館 

クイズ＆スタンプラリー開催中！ 

富士見市・ふじみ野市・三芳町の資料館を

巡って、クイズ＆スタンプラリーに参加し

よう！７館すべてのスタンプを集めた方に

記念品をプレゼント！（なくなり次第終了） 

※記念品は９/１より今年度のものに切り

替わっています！ 

 

国指定史跡 水子貝塚公園内 

 049-251-9686 

FAX 049-255-5596 

資料館HP 

二次元コード 

発行日  令和 7（2025）年 10 月 25 日 

編集・発行 富士見市立水子貝塚資料館 

〒354-0011 埼玉県富士見市大字水子 2003-1 

水子貝塚資料館 

会場 体験学習室または学習広場 

時間 午前 10時～、午後１時 30分～ 

   受付は各 30分前より 

   各 1時間～２時間程度 

定員 各回 15人（当日先着順） 

   ※縄文クッキーのみ事前予約制 

対象 小学生以上 

（未就学児は保護者同伴で可） 

 

 

日程 内容（参加費） 

11 月 1 日 ミニチュア土器（100円） 

11月15日 アンギン編みのコースター（100円） 

12 月 6 日 クリスマスリース（100円） 

12月20日 どんぐりカレンダー（300円） 

1 月 17 日 縄文クッキー（200円） 

 

土曜おもしろミューズランド 

※縄文クッキーは 12月 1日より予約開始！ 

開催中！ぜひご参加ください！ 

冬休み（12/24～1/7）期間中は 

体験！いつでもセブン 

※詳しい開催カレンダーはHPをご覧ください 

※ 12月 29日～１月３日は休館日です！ 

公園はご利用いただけます。 


